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道徳、サイエンス



教 科 名 年間授業時数 学  年

国語 175 1

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 平井  敬 貴 。永幡  紗彩子

教科書 (発行所 ) 新 しい国語 (東京書籍 )。 中学書写 1・ 2・ 3年 (光村図書 )

教科書以外の教材 (発行所 )

中学必修テキス ト

単元別漢宇 1

ウイニングPLUS中
意味から学ぶ頻出
国語便覧

校
宇
学
漢
問題集 国語 1

3000

(文理 )
(秀 学社 )
(好学出版 )
(第一学習社 )
(浜島書店 )

目  標
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成 し、伝え合 う力を高めるとともに

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重す

る態度を育てる。

学習のね らい

○思考力、判断
。「話すこと・

える力や豊かに
で伝 え合 う力を
○学びに向か う
。言葉がもつ価
思いや考えを伝

O知識及び技能
・社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親 しん

だ り理解 した りすることができるようにする。

雹t琵号範己亀り寺な方を訴、
こ
ま菩盈竜ご蕉浮を天と豚雷考丁源:

高め、自分の思いや考えを確かなものにすることができるようにする。

程 |こ食腎常奮 ともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、

え合お うとする態度を養 う。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容と文法ノー トの内容を中心に出題する。

範 囲
(予 定 )

第 1回 考査
「風の五線譜」「扉の詩」「朗読の世界」「私たちの未来」「オオカミを見る目」

第 2回 考査
「詩の心 発見の喜び」「さんきち」「平和のバトン」「インタビュー」
「比較して分かつたことを伝えよう」

第 3回 考査

第 4回 考査

年度末考査

「月夜の浜辺」「私のタンポポ研究」「移り行く浦島太郎物語」「伊曽保物語」

「根拠を明確にして書こう」「音声の働き式鵜 且み」

「わたしの中にも」「少年の日の思い出」「お試し読書のすすめ」
「竹取物語」

「似ている言葉スピーチ」「漢宇の部首」

「矛盾」「トロッコ」「心に残る出来事を表現しよう」
「グループディスカッション」

「漢字の成り

評価の観点 日

評価の方法

○評価の観点は国語の「知識・技能」 略ジ争・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3項

日とする。

O具体的な評価は、定期考査、授業の中での考察、ノー ト、小テスト、提出した課題の内容などを適

切に活用して総合的に行う。

先生から

ア ドバイス

(予習・復習の方法、

授業の受け方、

ノー トの取り方など)

毎日の漢字テストに粘り強く取り組み、言葉の力の基礎を身に付けていきましょう。予習で教科書

を読み、わからない語句や難しい表現をチェックし、辞書などで確かめ、ノートに整理してみましょ

う。また、各教材末に置かれている「学びの扉」や授業中に配付されるプリントの問題を考えてみま

しょう。授業中の要点。板書事項をノートに書き写すだけではなく、授業中の他の仲間の発言にも注

意して、ノートに残すようにすると、自分の考えを広げることができます。

復習として、その日のうちに再度、教科書やノートを確かめ、メモなどの走り書きをきちんと整理

しておくと、授業の内容を定着させることができます。古典分野では、覚えなければならない学習事

項が多いので、予習 。復習を丁寧におこないましょう。

なお、課題として配付している問題集は、解答の根拠となる箇所に線を引くなど見える化し、答え

合わせの際には解説をよく読み込み、理解を深めることを大切にしましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )

学期 月 学 習 内 容 田散 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8
9

「風の五線譜」「扉の詩」
「朗読の世界」
「私たちの未来」

「オオカミを見る目」

l(第1回考al
◎「オ鰭 を書こう」 囲
「詩の心 発見の喜び」
「さんきち」

叫琴日のバトン」
「インタビュー」

「比較して分かったことを伝えよう」
「方言と共通語」

じ子2回考⇔l

◎「オ皆書とイ反名を書こう」 (毛筆)
「月夜の浜辺」

「私のタンポポ胸
「移り行く浦島太郎の物語」
「伊曽保物;翻
「根拠を明確にして書こう」

1

3
4

4

4
2
5

5
3

4
1

4
2

6
2
6
7

・詩の意味を捉え、読み方を工夫して音読する。

・相手に分かりやすく伝わるように表現を工夫する。

・場面の展開・ミつ登場人物の相互関係、心情の変化などを、描写をもとに読み取

る。
・段落の役割や段落どうしの関係を提え、要旨をつかむ。

・中皆書の宇形、筆づかい、 つ ▼

・文章の内容を踏まえて、詩を解釈する。

・場面の展開く。登場人物の相互関係、心情の変化などを、描写をもとに読み取

ると
・文章を読んだ感想や考えを話し合い、自分の考えを確かなものにする。

・記録したり質問したりしながら話の内容を捉え、共通点や相違点などを踏ま

えてt自分の考えをまとめる。
・内容の中心が明確になるように、分かりやすい文章の構成でレポートを書く

・方言と共通語の果たす役割について理解する。

・楷書 と仮名の字形、筆づかい、行の整え方について理解する。
:・ 詩の中の言葉から情景や心情を捉え、 リズムを感 じ取 りなが

ら朗読する。
・事実 と考えとの関係を提え、要旨をつかむ。

・古典にはさまざまな種類の作品があることを知る。

・歴史的仮名遣いに注意 して音読 し、古文のリズムに慣れる。

・根拠の明確 さなどについて、読み手からの助言を踏まえ、自

分の文章のよい点や改善点を見いだす。

後

期

01

1 1

1 2

1

2

3

「音声の働き枷

℃窄3
「わたしの中にも」
「少年の日の思い出」
「お試し読書のすすめ」

「竹取物語」
「似ている言葉スピーチ」

時 の部首」

l(第 4回考al

◎ 町湾 を書こう」 (毛筆l

O百人一首
「矛盾」
「トロッコ」

陣 成り立ち」

ll年度末考奇 l
「そこに僕はいた」
「常識は変化サ

‐
る」

「対話の学び」
「情報と倫理の学び」
「文学の学び」
「蜘

「,いに残る出来事を表現しよう」

「グループディスカッション」

2
7
2

1

6
6

1

4

4
7
5

6

4

1

6
5

6

・話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめる

・漢宇の成り立ちについて理解し、漢字を文や文章の中で使う。

・場面の展開や人物の描写に注意して、作品を読み味わう。

・段落の役割や段落どうしの関係に着目して文章の構成を捉え、内容を読み取

る。
・言語事項や文法について理解を深める。

・音声の働 きや仕組みについて理解する。

・詩を読んで理解したことをもとに、考えを深 める。
・場面 と場面、場面と描写を結び付けて、作品を読み深める。

・ さまざまな種類の本を読み、読書が知識や考えを広げるもの

であることを理解する。
・古典特有の言葉に注意 して音読 し、古典のリズムを味わう。

・話の中心を明確にし、事実と考えとの関係に注意 して、構成

を考える。
・漢字の部首 とその意味について理解 し、漢字を文や文章の中

で使 う。

・行書の特徴、筆づかいについて理解し、文字の大きさ、配列等に注意して書

く。
・百人一首を通して、伝統文化を尊重する。

・訓読の仕方に注意して音読し、漢文調のリズムを味わう。

・小説を読み、情景描写などの表現の効果について、根拠を明確にして考える

。出来事と思いが伝わるように、表現を工夫して書く。

通 年 演 習 39
「文法ノート」の解説を読み、言葉の単位・文の成分等にあいて学習する。

総 時 間数 175



教  科  名 年 間稜 栗 日千叡
~千  年

社会科 137 1

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 成石 祐一

しVヽの

教科書以外の教材 (発行所 ) 実
実

力
力
成
成
練
練

(文理)地理ワーク (学宝社 )
(文理)歴史ワーク (学宝社 ) 他

理
史
地
歴
ト
ト
ス
ス

キ
キ
テ
テ

目  標

。世界の姿、 日本の姿を

・晃逸島韓覺努黒磐琵勇
の諸地域などを多面的
・歴史的事象の学習を通
ける。また、各時代の
ら捉えられる力を養 う
。自ら課題を設定し、自

みるのに必要な地理的事象を理解する。また、地

λ基確密毎手、ちっ、身近な地域や都道府県、 日本

ま毛aモ毎縁 IR4み 岳ぞ,交施喜癌々家ぇ怪黛

ら調べ、課題を解決していく力を身に付ける。_

学習のねらい

~~て

]用□写目巨〒屡テ7弓F冒幻
ι
)

。地球儀や地図を
る特色を多面的
。日本地図を活用
えることができ
。都道府県の地域
般的な方法や手
・市町村規模の地
模の地域を調査
。わが国の地域的
。文化」 「資源・
課題を理解する・
泳森雹響考
野
塞与

(歴史的分野 )
・
雹を多岳露1夢
。各時代の歴史的
きる力を身に付
。特に近世から近
て捉えることが
・歴史的事象の中
べることができ

活用 して、世界的視野からみた国上の位置 と領域に関す

しそ奪η 斑島釜層虞濠位置 と名称や 日本の地域区分を捉

畠巻 を始めるにあたつて、県を調べる際の地域調査の一

みた 日本の地域的特色 と日本全体の視野からみた諸地域
る。

大きな時代の流れを提えさせ、それぞれの時代の特

塚義晶与 2こ と塚再喜P之名像亀切 に資料が活用で

日本の歴史を、世界の歴史的変化 と並行 し、連動 し

鍾鞠 鞠 繹 瀦 糊

での
角的
事象
ける
代の
でき
から
る力

定 期 考 査

出題方針 聾蕃ご篇萬孝を寛奪ぎ舞乳≧曝異発畠掌繁箸イ軽傷裳格出甲
する。

(予定 )

日本の姿第 1回

第
~ガ

画
第■回
第イ回
年度末

考査

考査
「

考査
~

考査
~

考査
~

。世界~f~ど
界
~

丁世界~f~世
界

丁江世

の姿
の天芳あ生活

~ど

環境 の

の
‐
さま

~

の
~さ

ま
~

の
~日

本
~

ざま
ざま
な弛
な

日

日

評価の観点・
評価の方法 (ノ ー ト・発表等 )、 自主学習、レポー

ぶ合的に評価する。

先 生 か らア ドバ イス

(予 習・復習の方法、授業の受

け方、ノー トの取り方など) 笛辱g會勢毒冨魯啓緑色尋嘉最事蓄弯号斥

'ビ

台急蒸そi晉舞法吾桑幕義きましょう。



年 間 授 業 計 画 表  (45分 授業 )

甲刷 月 字 習 関 谷 情 駅 宇 習 の 下 イ ン ト

日lJ

期

4

5

6

7

9

(1)世 界 と 日不 の地坂 1再頗
ア 世界の姿

イ 日本の姿

《第 1回考査》

1 歴史へのとびら

2 古代までの 日本

~~(T,~~世
界づき

~

ウ 人々の生活
世界の諸地

《第 2回考査》

ま
‐
ざま
~な~地
域①

~~‐……

と環境
域

3 中世の日本①

7

7

8

25

16

14

世界の国々
地球の姿 (
緯度 と経度
地球儀 と世

三大洋、六大陸・州 )

界地図の違い

。世界の中での日本の位置
。時差でとらえる日本の位置
。日本の領域とその特色
・都道府県と県庁所在地

。歴史学習の基礎知識

.博暮;房霧け塞言レ背とらえかた
。人類の出現と進化

.適巽律民法暮としと弥生時代の暮らし。律令国家への歩み
:李晏宴管程蓉雷象言象花
ジアイ
~ゴ■二~置 ~ブパ〔

、生活の様子を把握
察する。
然環境
業と文化
域的課題

~ア
フ
~,~力
州に
~関 ~

できる地理的事象
※ア
して
を考
。自
。産
・ J也

鎌倉幕府
武士と民
鎌倉時代

の成立
衆の生活
の文化と宗教

後

期

10

11

12

1

2

3

工 世界のさまざまな地頼⑫

《第 3回考査》

4 中世の日本②

《第 4回考査》

5 近世の日本①

郵年径奔方奮埋ざまな地域の調査

19

20

14

7

※北 アメリカ、爾アメ リカ、オセ
して、生活の様子を把握でき
を考察する。
環境
と文化
的課題

ゴル帝国とユーラシア世界

蓼字詔融兵需
町幕府

の発達と民衆の生活
の乱と戦国大名
文化とその広がり

ョーロッパとイスラム世界

ア ニ ア
る地理)ⅢH

的
に 関
象
然
業
域

事
自

・ 産

。〕也

モン
南】ヒ
東ア
産業
応仁
室町

中世
ヨ ー ロ パ世界の

。豊臣秀
大

。織田信 の 業

。適切な主題を設定して、調査発表をす
る学習

総 時 間 数 137



教 科 名 年間授業時数 学 年

数 学 175 1

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 皿海和義

教科書 (発行所) 新しい数学 1 (東京書籍)

教科書以外の教材 (発行所)

体系数学 1 代数編
体系数学 1 幾何編
体系問題集 1代数編 発展 完成ノー ト
体系問題集 1幾何編 発展 完成ノー ト

(数研出版)

(数研出版)

(数研出版)

(数研出版)

目  標

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。

(1)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象

を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現。処理したりする技能を身に付け

るようにする。

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的

・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を

養 う。

(3
うと

4

学習のねらい

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容、問題集を中心に出題する。

範 囲

(予定)

1回考査 正の数と負の数

2回考査 正の数と負の数、式の計算、方程式

3回考査 不等式、関数

4回考査 関数、平面図形 (一部)

年度末考査 平面図形、空間図形

評価の観点 B

評価の方法

3
評価の観点は「知識・理解」「思考・判断

。表現」「主体的に学習に取り組む態度」の

資暴島な鼻桁は、定期考査、授業への取組、小テスト、提出された課題の内容等から総

的に行う。合

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業の受

け方、ノートの取り方なD

かじめ見てお くだけでも違います。予習

争ど警ヒ雲今そ≧換寿〕核家乙軽軍言:
してみましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

朝 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

文字式

と除法

き方

方

釜物1震縫例とグラフ

3
5
5
4

4

3

4
4
5
4

2
4
5
4
4

3
3
4
3
3

2
7

踵
ができる

負の数引聾事部謗能潮ドることができるよう

負明 〔の四貝峰陽砿痛珠を正しく理解ヒ 計算
ようにする。

・文字を用いて数量を簡潔に表現できるようにする。

。
期
。
麟 ti

だ とて光 Жヽつ研≧式効
こす
るようにする。
ことができるようにし

とづいて不等式を変
形

して、 とができるように

・
義め薄独ぞ累ス宮ゼど泰ぉ警留ょ 、 1次関

る。

後

期

10

11

12

1

2

3

比例 。 の不可用
1
1

1次関数の利用
章末問題

平面図形の基礎
対称な図形

罠Y臼整聖》

誓異喜竿目さ

彗Яぢヨgζ:暴虐募線
《年度末考査》

章末問題
1年生のまとめ

4
4
4

10
7

4
4
3

6
5
4

3
5
5
7

7
8

・
甲警警泰暴憲客奮多在事ちF元

14方程式を見盲L

。具体的な事象の考察に、 1次関数を活用すること
ができるようにする。

・
鶴躍泊C鞘短墜解とるコ聯客押

ggg暮会置珍言3悟母竃
るようにする。

方法を理解し、作図す

愁を求めることができ

よつて構成することがで

てヽ翔 するこ

脇 と体績を求めることができ
る うI る。

総 時 間 数 175



教 科 名 年間授業時数 学 年

理科 136 1

授 業 形 態 指 導 者 名

―斉授業 加P日 敏弘

教科書 (発行所) 未来へひろがるサイエンス 1(啓林館 )

教科書以外の教材 (発行所) 新中学問題集理科 1年 (教育開発出版 )

目  標

自然の事物 。現象にかかわり、理科の見方 。考え方を働かせ、見通しをもつて観察、実験

を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力

を次のように育成する。

(1)自然の事物 。現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実

験などに関する基本的な技能を身につけるようにする。

(2)観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
(3)自然の事物 。現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

学習のねらい

[鈴]

[鯛

身近な生物についての観察 。実験を通して、生物の調べ方の基礎を学習するとともに、生物の

体のつくりやそのはたらきを理解し、生物の世界についての総合的な認識を深める。

大地の成り立ちと、変化に関する探究的な学習を通して、地表にみられる事物・現象と関連付けなが

ら、絶えず活動し続ける地球の姿にういての理解を深めるとともに、観察、実験を行うための基本的

な技能の習得、科学的な探究に必要な思考力・判断力・表現力、主体的に学ぶ態度を養う。

[物質]
身のまわりの物質に関する探究的な活動を通して、物質のもつ基本的な性質の理解を深めるととも

に、観察、実験を行うための基本的な技能の習得、科学的な探究に必要な思考力・判断力・表現力、

主体的に学ぶ態度を菱う。

[エネルギー]
身近な物理現象に興味をもち、探究的な活動を通して、光・音・力に関する基礎的・基本的′F`性質ヘ

の理解を深めるとともに、規員)性・く
。問際性を調べる観察や実験における基礎的操作や技能を身につけ

る。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容を中心に、問題集、教材プリントなどから出題する。

範 囲

(予定)

第 1回考査 「生命」自然の中にあふれる生命 (問題集、実験・鶴鋤

第2回考査
「生命」自然の中にあふれる生命
「物質」身のまわりの物質 (問題集、実験・観察l

第3回考査
「物質」身のまわりの物質
「エネ′レギー」光・音・力による現象 (問題集、実験

。明

「エネルギー」光・音・力による現象
「地球」活きているナ也球 (問題集、実験・観鋤第4回考査

年度末考査
「地球」活きている士也球
1年間のまとめ (F口縣 、実験・観勲

評価の観点 B

評価の方法

○評価の観点は、自然事象への知識理解と科学的に探究するための技能、科学的に探究するため

に必要な思考・判断 。表現、主体的に自然の事象に関わる態度の3項目とする。

O評価の方法は、学習のまとまりごとの記述内容と定期考査、授業への取組のようす、課題の提

出などをもとに、総合的に行う。また、自己評価も必要に応じて取り入れる。

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業の受

け方、ノートの取り方なとつ

理科の学習は、自然の事物。現象のな力Wこ隠れている「幽 について学んでいく学問です。

日常生活で身のまわりのことに対して、「なぜだろう」と考えながら注意して観ること、

自分の意見を積極的に述べたり、友だちの意見にも耳を傾けながら現象について考えたり

することが必要です。また、実験・観察を通して得られたことを図やグラフを描いて事実

に合うように考察し糠 する態度を身につけることも大切です。



年 間 授 業 計 画 表

鞠

前

期

月

4

5

6

7

８

９

学 習 内 容 時数 学習のポイント

自然の中にあふれる生命
′生物のなかま分け

「生命」いろいろな生物とその共通点

単元導入 学ぶ前にトライ !

１

２

章 オ直物の特徴と分類
章 動物の特徴と分類

力だめし、学んだ後にリトライ !

《1回を動

…「物質」
~身
のまわ丁め物質
~T~~~~

単元導入 学ぶ前にトライ !

1章 いろいろアぶ物質とその性質
2章 セヽろいろな気体とその性質
3章 期 の性質
4章 物質のすがたとその変化

力だめし 学んだ後にツトライ !

《2回欄

《3回初
~Fエ
ネルギー」税TttTttlご〆る蒻 ζ

単元導入 学ぶ前にトライ !

1章 光による現象
2章 音による現象
3章 力による現象

力だめし 学んだ後にリトライ !

《4回櫛

「地球」活きている
'♭

R

軌 執  寄襲誦tに トライ !

1章 身近な大地-2章
 ゆれる大地
3章 火をふく大地
4章 語る大士也

ll年度末考al

力だめし 学んだ後にリトライ !

8

1241

1

１０

■

　

２

1371

１

　

９

８

８

９

　

２

133)

1

■

８

■

　

２

1341

1

５

７

Ю

９

　

２

O佼庭や学校周辺の生物の観燦を通し、いろいるな生物がさまざまな場
所に生活していることを見いだして理解するとともに、基本的な観察技
能、観燦記録のしかたを身につける。
①生物の共通点と相違点に着日しながら、分類についての基礎を身につ

ける。

O身近な植物の外部形態の観察を行い、共通点や相違点を見いだし、植
物の体の基本的なつくりを理解するとともに、その共通点や相違点で植

物を分類できることを理解する。
O植物に対する興味・関心をもち、′値物移観察するときにどのような点
に着目すればよいかを考える力を身につける。

O身近な動物の外部形態の観察を行い、共通点や相違点を見いだし、動
物の体の基本的なつくりを理解するとともに、その共通点や相違点で動

物を分類できることを理解する。
O動物に対する興味・関心をもち、動物を観察するときにどのような点
に着目すればよいかを考える力を身につける。

O身のまわりの物質の性質をさまざまな方法で調べ、物質には密度や加
熱したときの変化など固有の性質と月通の陛質があることを理解する。
①実験器具の操作、記録の仕方などの技能を身につける。

O気体を発生させてその性質を調べる実験を行い、気体の種類による特
!陛を理解する。
○気体を発生させる方法や捕集法などの技能を身につける。

[サ寵場目秩湧【醒 2繁?甥 flと∂争そし亀  け
て船 る。

O物質の状態変化についての観察、実験を行い、状態変化によつて物質

8筋蜃名爺髯蒸鳥奮写暑1髯轟罫厖耕滅ζ詈鸞続Rぁ違囚こよつて物
畿細論議癬碩f第謙ガラ女
記レ明 息た言響櫂魁僚臨 、、跡の位置と像の位置お
よび像の大きさの関係を見いだす。

星言塁買竿悪籟 宮辮 t髪鞣著泌露諸み健退鏃浪
て

こと、音の高さや大きさは発音体の振動に関係することを見いだす。

O物体に力をはたらかせる実験を行い、物体に力がはたらくと物体を変
形させる、物体の運動のようすが変わる、物体を支えることを見いだす

○力は大きさと向きと作用点によつて表されることを理解する。

02カのつり合いの実験を行い、1つの物体にはたらく2カがつり合う

して〔
~大
地の成げ立ちな る。

O観察器具の基本的な扱い方などを身につける。

①地震計の記録から地震のゆれの特徴を理解し、記録の分析により地震
のゆれの伝わり方の規貝中性を見いだす。
①地震の原因などをプレートの動きと関連付けて理解する。

○さまざまな火山の活動を調べさせ、それらの様子はマグマの性質が深

心翌梨窮匙策篭去鯨勧絶を、成因と醜付け翻館る。

?甲 籠 継 麓 鰈 綽 繁 躁 鱗 繍 軽 登 紳 鑓

8夢諏 篭 縣 臨 などとの関連を総合珈ことらえ、却 也から

の恵みや災害について理解する。

後

期

10

11

12

1

2

3

総時間数 136



教科名 年間授業時数 学年

音楽 58.5 1

授業形態 指導者名

前期 :一斉授業 後期:一斉授業 西岡 忠 。)H上 由紀

教科書(発行所 ) 中学生の音楽 1

中学生の器楽

(教育芸術社 )

(教育芸術社 )

教科書以外の教材(発行所) 音楽のハーモニー1 (正 進社 )

目標 音楽活動の喜びや感動を体験させるとともに、進んで音楽活動をしようとする意欲を養う。

学習のねらい

1 歌唱

豊かな響きを工夫し、言葉の抑揚やリズムを生かして美しい発音で歌う。

他の声部や全体の響きに気を付けて合唱する。

2器楽
楽器の基礎的な奏法を身に付け、美しい音色を工夫して演奏する。

伴奏の形やとけ合いを意識して合奏表現ができる。

3創作
リズムフレィズや短い旋律を創る。

4鑑賞
楽由の雰囲気や曲想と諸要素の働き、声や楽器の音色と組み合わせによる響きと効果、

わが国及び諸外国の民族音楽の特徴などを感じ取つて聴く。

定期考査

出題方針 教科書の内容を中心に、音楽のハーモニーやプリント等から出題します。

範囲(予定)

第1回考査 無し

第 2回考査 校歌、既習曲、春、魔王、越天楽、リコーダー奏法・運指 等

第3回考査 無し

第4回考査 無し

年度末考査 既習曲、六段、日本の民謡、アジアの諸民族の音楽、リコーダー運指

等

評価の観点 .

評価の方法

・評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の 3観点とす

る。

・具体的な評価は、普段の授業への取組 (授業態度、授業プ1)ントや音楽ノートの提出物等の記述内

容、創作活動での作品やその過程での取り組み方 等 )、 定期考査、実技テスト(リコーダー、歌唱)

から総合的に行う。

先生から

アドバイス

・音楽の世界は、種類も多く、範囲も広く、私たちが日常親しんでいる音楽も多岐にわたり様々です。

いろいろな種類・様式の音楽に興味・関心をもち、知識・技能などを意欲的に学んでいきましよう。

・歌唱・器楽・創作の活動を、ただ単に楽譜上の記号を音に変換する行為にしてしまわず、歌つたり演

奏したりすることが、自分の生活の中での驚き、発見、喜び等を思い起こすものになるよう、積極的に

活動しましょう。

・基礎・基本を身に付け、個々の目標や課題を見つけて、楽しく音楽にかかわつていきましょう。

・毎時間忘れ物をせず、提出物 (音楽ノート、プ1)ント等)を必ず出すようにしましょう。



年間授業計画表(45分授業)

学期 月 学習内容 時数 学習のポイント

前期

4

5

6

7

9

思いを込めて歌おう。

・「We`‖ 日nd The Way」「校歌」「My Vdce」

曲の構成を感じ取つて歌唱表現を工夫しよう

・「主は冷たい上の中に」

日本に古くから伝わる合奏に親しみ、その魅力

を味わおう

・雅楽「平調 越天楽」

音楽の特徴に注目して聴こう

・和声と創意の試み「四季」より「春」

曲想やパートの役割を感じて歌唱表現をしよう

・「夢の世界を」

リズム創作を楽しもう

・「リズムゲーム」「リズムアンサンブル」「リズムチ

ャレンジ」

曲想と音楽の構造との関わりを意識して聴こう

・「魔王」

<第 2回考査>
日本の歌の良さや美しさを感じ取つて表現しよ

う

・「浜辺の歌」「赤とんば」

3

2

3

6

3

3

3

3

希望を胸に、明るくおおら力Wこ歌う。

互いの歌声の響き合いを楽しむ!

由のまとまりやハーモニーの変化を感じ取る。

パートの役割や旋律の重なり方の特徴を感じ取

る。

日本の伝統音楽に使われる楽器の音色の美しさ

を味わう

標題を手掛かりに、音楽の内容や音楽による表現

の素晴らしさを感じ取る。

曲の構成を理解し、曲想の変化を感じ取る。

パートの役割や旋律の重なり方の特徴を感じ取

り、歌詞の内容を味わいながら歌う。

音符・休符の長さを理解し、4小節のリズムを創作

する。

旋律と伴奏が一体となった曲想を感じ取る。

劇的な音楽の内容や、曲想の変化・表現の効果

などを感じ取る。

歌詞と音楽を形づくつている要素との関わりを感じ

取る。

速度や強弱の変化を生かした表現をする。

5

3

リコーダーに親しもう

*この題材は練習曲を継続して行う。

10.5 アルⅣリコーダーの基本的な奏法を身に付け正し

いリズムと音程で簡単な楽曲を演奏する。

後期

10

11

12

1

2

3

日本の民謡やアジアの諸民族の音楽の特徴を

感じ取つてその魅力を味わおう

・「ソーラン節」・日本の民謡

・アジアの諸民族の音楽

筆曲の特徴を感じ取つて、その魅力を味わおう

。筆曲「六段」

曲の構成や曲想の変化を生かして歌唱表現を

工夫しよう

・「君をのせて」

仲間とともに、表情豊かに合唱しよう

～卒業式に向けて～

<年度末考査>

4

6

6

6

日本の民謡やアジアの諸民族の音楽の特徴をと

らえることで、音楽の多様性を感じ取り、その良さ

や美しさを味わう。

隼特有の音色や独特な奏法を味わい、日本の楽

器の音楽に親しむ。

全体の響きや各声部を聴きながら、他者と合わせ

て歌う技能を身に付ける。

各声部の役割を生かし、全体の響きに調和させて

合唱をする。

総時間数 58.5



教 科 名 年間授業時数 学年

美  術 58.5 1

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 森 邦生

教科書 (発行所) 美術 1 美術との出会い (日本文教出版)

教科書以外の教材 (発行所) 美術資料 (秀学社)

目  標

描く活動とつくる活動を経験することで創作する楽しさを味わう。自然や身近なものを観察

する力、自分がそこから感じたことを重視し、それを表現に結びつけるための、基礎的技能を

基にした発想力を学ぶ。また鑑賞を通して自然や美術作品についての見方や理解を通して自身

の創作活動に生かし、美術との関わり方を学ぶ。

学習のねらい

1 絵画・彫刻などの活動を通して
自然や身近なものを観察し、形や色彩や光がつくり出す美しさをとらえ表現することを

学ぶ。また対象を注意深く見つめることで、ものの見方や感じ方を養い、自分らしい感じ

方・個性を表現する。

2 デザイン・工芸などの活動を通して
形や色彩、材料、光がもたらす効果や感情を理解 し、機能的な生かし方を考えて構成す

ることを学ぶ。その中で自分が表現したいイメージを発想し構想を練り、作 り方、意図に

応じた材料や用具の生かし方などの基礎的技能を身に付ける。

3 鑑賞
美術作品や自然、生活の中の造形などの鑑賞し、よさや美しさを味わい、造形的な視点

を養 う。またクラスメイ トの作品に紺して、心情や表現の意図、工夫について考え、自身

の表現との違いに興味を持ち・認め・楽しむことを学ぶ。

定 期 考 査
出題方針 授業で制作した内容や配布プリント、教科書・美術資料から出題する。

範 囲

(予定)

第 1回考査 な し

第 2回考査 鉛筆の技法、色の属性、絵の具の性質。技法、鑑賞・実技問題

第 3回考査 な し

第 4回考査 な し

学年末考査 色の属性、レタリング、絵文字、実技問題

評価の観点

評価の方法

○評価の観点は、造形的な知識及び技能の習得、創造的な思考・判断・表現の能力、創作活動に

主体的に、また粘り強く取り組む態度の3項 目とする。

O準備物や授業での態度・真剣に創意工夫しようとする姿勢・見通しを持つた創作活動など制

作過程での観点別達成度、表現に適した道具の工夫と作品の出来映え,鑑賞ワークシー トに

よる鑑賞能力の 3つのポイントを総括して評価する。

先生からア ドバイス

表現することに「上手・下手」はありません。もちろん技術的なことも学びますし、そ

のことでより豊かな表現ができるようになります。ですが技術だけで「作品の魅力」につ

ながらないところが美術の面白く、また素晴らしいところです。
「うまく描くこと」よりも「自分が感 じたことを素直に表現しよう」という姿勢が大切

です。純粋な気持ちで目の前の真っさらな紙に臨みましょう。

授業ではのびのびと制作できるように、また結果よりも制作のプロセスを楽しむことを

主限にしています。何よりも表現することの楽しさを味わつて欲しいです。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

学期
月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

同町

期

4

5

6

7

８

　

　

９

「オリエンテーショ判

「鉛筆デッサ判 触闘

・鉛筆の削り方と描画技法を鵜

「色の属J陶 鯰画・デザイ刀

・色の順 や三原色、色相環について学島

「/′ノの学習」鯰闘

「身近なものを見つめて」 (俗両

「津バ
△の具の技淮」鯰闘

・絵の具の性質を知り、様々な技法を学ぶ
。機法を生かした水彩画の部∬乍

彿 2回翰

「絵の中の笏穐 l鑑賞l

「レタリング」(デザイ〕

「な遭渤気になる風景」鰤

1

2

2

1

3

6

1

2

5

・一年間の学習の見通しとイメージをつ雌 、

・日常使い隠れた鉛筆から絵画の様々な技法を学為
・対象の形・光・陰影をつかみ、立体的な表現審羊乱

・色の性質、感情にもたらす効果を理解する。

・形が表す様々な感情や効果を帆

・自分の身近なものを観察し、道具を生かして描く

・絵の具の種類とJ性質を理解する。
・水分量のコントロール針 防く鵡 々な技法を学烏

・絵の具の特徴。技法を活かした水彩画を制作する。

・教科書の作品恕蹴賞し、作者の心情触 する。

・漢字の多様な書体を鑑賞し、記録媒体と目的によつて

デザインされていることを感じ取る
。自分が感じ取つた風景を撮影して水彩画に仕白デる。

後

期

10

11

12

1

2

3

唯救寺|」 (デザイ刀

・レタリングを生かし、見る人に伝える文字のデザイン

「ポスター制イ乍」(デザイン・嗣
・自分が好きなもの 。ことを伝えるためのポスター

を制作する。

「粘土で立体造形」0該り
。自分の手を題材に立体作品を制作する。

「ch―bod(を使つたアートワーク」(デザイ刀

ll年度末考到l

「1年のまとめヨ嗣

6

8

15

3

3.5

・文字の形や意味からイメージを広げ、見る人にど

う伝えるか試行錯誤して表現する。

・ 自分が興味を持つているもの 。ことをもとに、そ

れを見る人に効果的に伝える構成 。配色などを堵

え、自分らしさを表現する。

・手の骨格と構造を理解する。

・ 自分の手をスケッチし、形や質感・量感などに藩

日して特徴をとらえ、材料 t用具を工夫して表現サ

る。

・身近なものと籐 し、形の面白さを発見し、効果的なア

ングルを考えて撮影する。

・撮影した画像を素本オに、デザインや作品を制作する。

・ 1年の学習のまとめとなる絵画作品を制作する。

総 時 間 数 58.5


